
博士論文要旨及び学位論文審査結果要旨 

保健医療学研究科保健医療学専攻 
博士後期課程 作業療法学分野 
学籍番号：2176003 
氏  名：川勝 祐貴 

学 位 授 与 年 月 日 令和３年３月 12 日 

博士論文受理年月日 令和２年 12 月８日 

論文審査終了年月日 令和３年２月 22 日 

博士論文名 
Development of the Japanese version of the Engagement in Meaningful Activities Survey 

and evaluation of its reliability and validity among the community-dwelling older adults 

論

文

要

旨 

We developed the Japanese version of the Engagement in Meaningful Activities Survey (EMAS-J) 

and examined its reliability and validity with a sample of community-dwelling older adults. The 

EMAS-J was developed by a series of forward translations; then, its revised version was back 

translated. We recruited 83 community-dwelling older adults (49 women and 34 men) aged 65 to 92 

years (median age: 77.0, interquartile range: 70.0-80.0). Participants completed the EMAS-J, MOS 

36-Item Short-Form Health Survey version 2 (SF-36v2), Japanese version of the Center for 

Epidemiologic Studies Depression Scale, and Japanese version of the Meaning in Life Questionnaire 

(MLQ). Additionally, 69 participants completed the EMAS-J a second time. The internal consistency 

(Cronbach’s α) of the EMAS-J was 0.89. Its test-retest reliability (weighted κ coefficient) was 0.68 

(95% confidence interval: 0.56-0.81, p < .01). An exploratory factor analysis yielded three factors. 

The first factor—positive emotion—comprised six items, the second factor—personal competence—

comprised four items, and the third factor—personal autonomy—comprised two items. A 

confirmatory factor analysis showed that the original two-factor model did not fit the data; however, 

the three-factor model fit the data well. Total EMAS-J score was correlated with the SF-36v2, and 

total EMAS-J score and its factor scores were correlated significantly with the MLQ and MLQ 

subscales (i.e., presence and search for meaning). We found that the EMAS-J is at a practically-

feasible level both in terms of validity (structural validity and convergent validity) and reliability 

(internal consistency and test-retest reliability). 
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新規性・有効性 

高齢者が日々の活動に前向きであることは、主観的健康感や主観的幸福感の向上，生き

がい形成の実現に寄与するという観点から重要である。この研究では活動への前向きさと

して Engagement に注目し、4 か国語以上で信頼性と妥当性が検証された尺度で集団活動に

よる介入の効果測定などにも使用実績のある EMAS(Engagement in Meaningful Activities 

Survey)の日本語版（EMAS-J）の開発を行った。高齢者の活動に関する Engagement を測定

する尺度は本邦には存在していないため、新規性が高い。また、すでに実績のある尺度の

日本語訳という面で本研究の成果を速やかに国際比較研究等へ波及させることができ、有

効性が高い研究である。 

 

信頼性 

 この研究では、尺度の信頼性の検証には内的一貫性として Cronbach のα係数の算出と

項目合計相関分析（IT 相関分析）を用いており、さらに再検査信頼性の検討のために 2 週

間の期間をおいて調査時と再調査時の EMAS-J の合計得点について重み付けκ係数の算出

を行っている。さらに妥当性の検討には収束的妥当性の検証に SF-36,CES-D,MLQ といった

基準関連尺度を用いて、因子分析によって抽出された因子構造を用いて，EMAS-J（全体と

各因子）と基準関連尺度の得点の相関係数を算出した。これらの分析方法は研究目的に鑑

みて適切である。さらに、これらの分析手法を選択した根拠が論文中に引用文献とともに

明示されており、統計学的な信頼性を担保するのみならず執筆者による十分な理解の上で

記述されていることを証するものである。 

 なお、本研究では調査協力を求める手法としてコミュニティセンターなどでの対象者の

募集を行っている。すなわち、援助関係の援用などを行わずに地域在住高齢者の自発的な

協力によって研究を実施しており、倫理的配慮の面でも信頼性の高い研究である。 

 

総評 

前述のような信頼性の高い手続きによって作成と検証がされた EMAS-J は、地域在住高

齢者への使用について信頼性と妥当性を備えた尺度であることも明らかとなった。また、

論文中に調査と分析の手法が根拠とともに明示されているため、この分野の研究が発展す

る上でこの研究および論文が多くの研究者によって参照され、当該分野の発展に大きく寄

与することとなるだろう。なお、口頭試問においても審査委員の質問に適切に回答したの

みならず、検討が必要な事項を適切に検証して論文へ反映させ、当該研究の責任者として

過不足ない応答を行った。 

 審査委員は、論文構成、背景の整理と問題設定、結果および考察、引用文献の適切性に

ついて慎重に検証し、博士論文として適切な水準に至っていることを確認した。本論文は

博士論文に値する内容であると評価し、一致して学位論文審査及び最終試験に合格と判断

した。 

 

 

 


